
 ね 

会長報告    長友芳郎会長 

◆本年度も残り少な

くなって参りました。

来週は会長の時間

が設けられています

ので詳しくお話し致し

ますがクラブ協議会

の報告を受けていま

すとコロナの影響はほとんど無くなりましたので通常の活動

が行えるようになって活動も盛んになった気が致します。 

 顕著に感じますのが会計報告です。コロナ時期は例会

開催も余儀なくされていましたので、例会食事の費用で活

動状況がよくわかります。ここ２年は通常の費用に戻って

おりますが、グアム訪問を基とする国際奉仕も活動が盛ん

になってきておりますので資金繰りも苦しくなってきており

嬉しい悲鳴の状況です。次年度は苫小牧を訪問するとの

こと、小規模なクラブにとって如何に効率の良い活動がで

きるか手腕を問われる年度にもなりそうです。 

幹事報告    川上 勉 幹事 

◇2024-25 年度のガバナー事務所から、次年度の前期

地区分担金の振り込み依頼がきております。少し動きが

速く感じられますが、７月に入りましたら会費の納入をお願

いいたします。

◇2024.07.13.Sat：10:30～15:00 ロータリー財団研究

会が開催されます。終日の研修となりますが担当委員長

の参加をお願いいたします。

会場：ダイヤモンドホール(筑西市)。

◇2024.08.25.Sun：10:00～14:00 公益財団法人ロータ

リー米山記念奨学会 研究会が開催されます。米山委員

長・世話クラブカウンセラー・学友会 合同セミナーとなりま

す。 会場：L‘AUBE（土浦市）

今後の予定 

24.07.06.土：クラブ奉仕研究会 

24.07.13.土：ロータリー財団研究会 

24.07.20.土：クラブ奉仕プロジェクト研究会 

24.07.28.日：青少年奉仕研究会 

24.08.09.金：ガバナー公式訪問 大髙司郎 GE(高萩 RC) 

24.08.25.日：米山合同セミナー 

24.09.13-15 日：苫小牧奨学生交流事業 

24.12.05-08 日：Ｘｍａｓ Ｄｒｏｐ事業 in GUAM 

第 1210 例会報告（2024.06.14） 

点  鐘 会長 長友芳郎 

国歌斉唱・R ソング なし 

本日のプログラム クラブ協議会Ⅱ（次年度）

ゲスト ・ ビジター 

環境月間 

■出席状況

会 員   9 名 
出席率 100.00% 

出 席 者  7 名 

WEB出席  1 名 Make-up 1 名 

定款第10条(第6-7節除く) 松山会員 

■ニコニコボックス

目標額 (本年度) 400,000 円 

実績額 本日/累計 12000円 432,000円 

■MESSAGE

長友会員 荒木先生 さくらんぼ ありがとうございます 

荒木会員 山形名物のサクランボを賞味して下さい。 

伊藤会員 荒木先生 さくらんぼ ありがとうございます。 

海老原会員 今日の名言６月14日：人生は道路のようなもの

だ。一番の近道は大抵一番悪い道だ！ 

フランシス・ベーコンの名言

大原会員 今年度もあと２回になりました。 

川上幹事 田んぼの水が心配です。 

横山会員 もう夏ですね！ さくらんぼ堪能します 

例会の欠席は、水曜日 AM 10:00 までに川上幹事 
TEL 090-3497-0383 に連絡して下さい。≫ 

【通常例会 06.28】 

襷の引継ぎ式 
（会場：樹音） 

クラブ親睦委員会

【通常例会 06.21】 

一年を振り返って 
長友クラブ会長 

クラブ管理運営委員会

本日のプログラム 次回のプログラム 

会  長：長友芳郎  幹 事：川上 勉 連絡先：ＴＥＬ 0297-64-3956   ＦＡＸ 0297-64-3978  http://rcrc.web5.jp 
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本日のプログラム 

2024-25 年度事業計画 

クラブ管理運営委員会

 委員長 長友 芳郎 

会長方針である２名以上の会員増強を念頭に置いた

奉仕活動や親睦活動をプログラムに反映したいと思いま

す。 

年間グラムに関しては各委員会の方針に沿ったプログ

ラムや強調月間、会員卓話、外部卓話を取り入れ特に特

に会長方針にある D.E.I と四つのテストの理解と実践に寄

与するプログラムにしたいと思います。

出席に関しては例会日や場所の変更などはメール、クラブ

LINE、電話などで全会員への周知徹底を行います。

 親睦活動においては、友人、知人を誘うことで勧誘の機

会としたいと思います。 

 他クラブとの交流については姉妹クラブのグアムサンライ

ズ RC、友好クラブの苫小牧東 RC との交流奉仕事業を行

います。特に今年度は苫小牧東 RC の留学生の交流会に

参加予定です。 

会員増強・親睦委員会 

    委員長 伊藤 将真 

◇龍ケ崎中央ロータリークラブ創立 27 年目となり、今後も

継続的に発展するクラブづくりをしていくうえで最重要事項

は会員の増強である。

◇会員の増強には、まず現会員の満足度向上が欠かせ

ないものであることから、定期的な親睦の場を設定し現会

員の満足度向上へ取り組み

◇また、新規会員勧誘においては当クラブならではの魅

力を発信する機会を創出必要

〈具体的活動目標〉

・2024-25 年度会員純増 2 名

今年度の会員増強目標は会長方針により１０～１２名

を目指して行きたいと思います。専門職の医師、税理士、

司法書士、弁護士等を再度見直し勧誘したいと思います。 

・定期的なクラブ親睦クラブの実施

親睦活動は例年通り８月納涼会、１２月 Xmas 例会、４月

観桜会、５月創立夜間例会に加え２回程度親睦ゴルフを

行い、家族例会とします。各会員事業所の社員、新入会

員も加え会員相互の親睦を図りたいと思います。

姉妹クラブグアムサンライズ RC、友好クラブ苫小牧東 RC

共に最低年１回程度の共同事業を通し親睦を深めたいと

思います。 

今年度は取手、守谷、龍ケ崎中央の３クラブ共同体により

取手 RC の久保田 AG が選出され、龍ケ崎中央はインター

シティミーティングを担当します。主に会場設営と運営は

幹事主導で行います。2025 年 2 月 8 日アルシェにて開

催予定。 

公共イメージ委員会 

委員長 横山善英 

・公共イメージ委員会として、まずクラブ細則や戦略計画

を見直す必要があります。特に「クラブの戦略計画」につい

ては今年度で 5 か年経過をするので、その結果をクラブフ

ォーラムで分析しつつ新たな計画を模索することにします。

・広報はクラブ内に限らず対外的にも重要な意味を持つも

のと思われます。クラブでは、20 数年継続している週報の

発行を中心として、クラブホームページの適宜な更新を行

いクラブの活動状況が一目でわかるようなソーシャルメデ

ィアとしての位置づけと、マーケティングに通ずる工夫をな

し、奇跡的な「Rotary Magic」を実現し、会員 10 名以上で

のクラブの活性化に寄与したく思います。

ロータリー財団&米山記念委員会

委員長 松山美法 

ロータリー財団の使命は、ロータリアンが健康状態を改

善し、教育への支援を高め、貧困を救済することを通じて

世界理解、平和を達成できるようにすることである。 

ロータリー米山記念奨学の目的は、勉学または研究のた

め来日し、我が国の大学等教育機関に在籍する外国人

に対して奨学金を支給し、よってロータリーの理想とする国

際理解と親善と平和に寄与することを目的とする。

以上の事を念頭に置き、次の事業を計画する。 

①ロータリー財団寄付１人 180 ドル以上（年次寄付 150 ド

ル・ポリオプラス 30 ドル）

②災害発生地域に対して臨時寄付を検討する

③ベネファクター1 人以上を目標とする。

④米山奨学会寄付１人 25,000 円以上（普通寄付 5,000

円・特別寄付 20,000 円）

⑤米山奨学生の卓話を年 2 回実施し、異文化交流を図

る。奨学生が不安なく生活し、将来日本との懸け橋となる

意識を強めてもらえるよう配慮する。

米山記念委員会 

委員長 鈴木夕里子 

ロータリー米山記念奨学の目的は、勉学または研究の

ために来日し、我が国の大学等教育機関に在籍する外国

人に対して奨学金を支給し、ロータリーの理想とする国際

理解と親善と平和に寄与することを目的とする。 

以上のことを念頭に置き、次の事業を計画する。 

① 米山奨学生の卓話を年 2 回実施し、異文化の

交流を図る。奨学生が不安なく滞在し、将来日本との懸け

橋となる意欲を高めてもらえるよう配慮する。

② 米山奨学金寄付 1 人 25,000 円以上（普通寄

付 5,000 円・特別寄付 20,000 円）


